
 

 

報道関係各位                            Press Release No. 2025076 

                                                                                       2025 年 8 月 25 日 

公益財団法人日本陸上競技連盟 

 

第 109 回日本陸上競技選手権大会 

男子 400m 決勝の競技結果の訂正について 

 

平素より本連盟の諸事業にご協力を賜り厚く御礼申しあげます。 

 2025年 7月 6日に実施した、第 109回日本陸上競技選手権大会男子 400m決勝において、競技規

則 TR17.2.3により失格と裁定されていた佐藤風雅選手（ミズノ）の失格が、ジュリーによる再審

議の結果、取り消しされたことをご報告いたします。 

 

記 

 

１．競技結果 

佐藤風雅選手の失格を取り消し、決勝の順位と記録を別紙通りとする。 

 

２．審判長及びジュリーによる再審議の理由  

  大会終了後に、佐藤風雅選手が所属するミズノから日本陸上競技連盟（以下、本連盟）事務局に

大会当日の抗議及び上訴に関する問い合わせを受け、本連盟事務局及び東京陸上競技協会（以下、

東京陸協）で、本件に関する大会当日の抗議ならびに上訴の手続きに関して確認・再検証を行っ

た。本来、抗議・上訴の手続きは競技会の中で行われるものであるが、大会当日の抗議におけるル

ールの解釈、ジュリーへの資料の提出に関して十分な手続きが講じられていなかったと判断し、

TR8.9 に基づき、8 月 19 日（火）、本連盟はジュリーに再考する場を設けた。 

 

３． 審判長及びジュリーによる再審議の経緯 

1) 7 月 6 日（日）、男子 400m 決勝レースにおいて、監察員より「第 2 曲走路出口付近で 2 歩ライ 

ンを踏んだ」と審判長への報告を受ける。該当する付近の映像・画像を審判長が確認したとこ

ろ、監察員から報告があった「2 歩ラインを踏んだ」より、更に明確な「1 歩完全に踏み越え

た」画像が存在したため、TR17.2.3 に基づき失格と判断。 

2) ミズノから抗議を受けたが、審判長は「失格」と裁定。 

3) 抗議における審判長の裁定を受け、ミズノは不服とし上訴。ジュリーへの審判長からの説明お

よび画像やミズノからの提出資料をもとに、ジュリーも審判長の失格の裁定を支持。 

4) 大会終了後、ミズノからの問い合わせを受けて、本連盟は主管の東京陸協・本連盟競技運営委

会とともに事実確認を行った。 

また世界陸連（以下、WA）に対して TR17.2.3 の解釈の確認を行った。 

ルールの解釈とジュリーへの全ての資料提示がなされたか等の確認が必要と判断し、TR8.9 に

基づき、8 月 19 日（火）、本連盟はジュリーに再考する場を設けた。 

5) ジュリーは、再審議当日まで資料・画像・動画、さらに審判長への口頭確認などをもとに総合

的に検討し、「1 歩完全に踏み越えた」との判定を取り消すことを決定。 

6) ただし、審判長は、大会当日の監察報告にも記されていた「2 歩ラインを踏んだ」事実につい

て、画像および動画を精査した結果、失格の裁定自体は維持されるべきと判断。これによって

失格理由は「1 歩完全に踏み越えた」から「2 歩ラインを踏んだ」に変更。 

もっとも、この「2 歩ラインを踏んだ」という失格理由については、大会当日の抗議手続きに 



 

 

 

おいても触れられていなかったことから、ミズノに改めて抗議を受け付けることを 8 月 20 日

（水）にミズノへ通告。 

7) 8 月 21 日（木）、ミズノから新たに示された失格理由に対する抗議を受理し、抗議の場を設け

た。審議の結果、審判長は「2 歩ラインを踏んだ」ことを理由とする失格裁定を改めて維持す

る決定を下した。 

8) 審判長の裁定に対し、ミズノは 8 月 21 日（木）のうちに上訴申立書を提出。 

9) 8 月 22 日（金）、ジュリーは審議の結果、「2 歩ラインを踏んだことによる失格」の裁定を棄却。 

10) ジュリーの裁定に伴う競技結果の変更を受け、日本選手権男子 400m 決勝に出場していた選手

及び選手関係者に競技結果の訂正の通知と抗議を受け付けることを通告。 

11) 選手及び選手関係者から抗議があったことから、8 月 23 日（土）に審判長に対する抗議の場を

設けた。 

抗議を受けた後、審判長は、改めて裁定結果（佐藤風雅選手の失格の取り消し）を変更しない

こととした。 

12) 抗議対象者に、審判長の裁定結果を伝えるとともに、上訴を受け付けることを通告。 

13) 上訴申立書の提出をうけ、ジュリーによる審議の結果、審判長の裁定を支持。 

14) ジュリーによる裁定を受け、8 月 23 日（土）に WA へ日本選手権男子 400m 決勝のリザルト

の変更について提出。 

15) 8 月 24 日（日）、WA サイトの日本選手権男子 400m 決勝のリザルトが更新されていることを 

確認。 

 

【ルールの解釈の正誤】 

＜誤＞ 

接地の一連の動作の中で踵がラインを踏んでいる場合があったとしても、接地面となる足がすべ

てラインを超えていた瞬間がある場合は失格となる。 

 

＜正＞ 

接地面となる足（つま先部分）がラインを完全に超えていたとしても、一連の接地の動作の中で

踵がラインを踏んでいる場合は、踏み越えているとはならない。 

 

４．日本選手権における再発予防策 

1) ルール理解の徹底 

     日本陸連として審判員・役員が競技規則を正確に理解できるよう、定期な研修・勉強会   

     をし、国際基準に基づく最新の解釈を共有する。理解が不十分な点、疑問点は WA に逐次 

     確認し全国競技運営責任者会議および通知文等で周知徹底する。 

2) 複数の失格理由の提示について 

   失格原因が複数考えられる場合には、そのすべてを対象者に伝え、それぞれについて抗議で

きるように取り扱うことを運用の中で取り入れる。失格事由が複数ある場合は事前に全てを通

知し、それぞれに（全てに）抗議の機会があることを保証する。 

 

以上 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

【競技規則 関連条文（ルールブック抜粋）】 

TR17.2.3 

 レーンで行うレース（一部をレーンで行う場合も含む）では、各競技者はスタートからフィ

ニッシュまで自分に割り当てられたレーンを走らなければならない。カーブを走る部分では、

左側（内側）のライン上またはその内側（最も内側のレーンでは走路の境界を示す内側の縁石

または線）を踏んだり走ったりしてはならない。 

 

TR17.3 

 全てのレースにおいて、競技者が TR17.2.3 または 17.2.4 に違反し、審判長が審判員か監

察員の報告に同意した場合は、その競技者または当該レースのリレーチームは失格となる。 

 但し、以下の場合は失格とはならない。 

 

TR17.3.3 

 レーンで行う（一部をレーンで行う場合も含む）全てのレース（TR17.2.4 参照）の曲走路

で、レーンの左側のラインや走路の境界を示す内側の縁石またはラインに 1 回（1 歩）だけ

触れた場合。 

 

TR8.9 （抗議と上訴） 

 ジュリーは新たに決定的な証拠が提示された場合、新たな決定に変更可能な状況であれば決

定を再考しても良い。決定の再考は通常その種目の表彰の前までに行われるものとする。 

但し、競技会統括団体がその後であっても状況が許されると判断する場合は、その限りではな

い。 

 

CR18.6 （審判長） 

もし、審判長が新たな裁定を行うことができる状況にあるなら、入手可能な証拠に基づいて、

先に出された裁定（最初になされたものでも、抗議を検討してなされたものでも）を再考する

ことができる。通常そのような再考は、当該種目の表彰式が実施される前、あるいはジュリー

の裁定が下される前までに行われる。 

この規則はジュリー（TR8.9 参照）と同様に、審判長は決定を再考することができ、最初の自

らによる決定であろうと、審判長に対しなされた抗議の検討による決定であろうと、どちらの

ケースでも同様に再考してよいと解釈される。このオプションは新たな証拠となる情報が迅速

に提出された時に、特に考慮することができる。ジュリーにとってはより複雑で難しい上訴と

なる必要性を避けることができるからである。しかし、そのような再考をするにあたっては現

実的な時間の制約に注意すべきである。 

 

CR19.2 （審判員） 

審判員は一度下した判定に間違いがある場合には、再考して新たな判定を下すことができる。

その後、審判員の判定に対して抗議や上訴により審判長やジュリーが判断を下す場合には、審

判員は全ての情報を提供しなければならない。 

 

＜本件に関するお問合せ先＞ 

公益財団法人日本陸上競技連盟 担当：平野/吉澤／高橋 

Email：press@jaaf.or.jp 

mailto:press@jaaf.or.jp


NCH Men's 400Metres
世界記録(WR)                 43.03     Wayde VAN NIEKERK(RSA・南アフリカ)    2016 審 判 長：中村信也　中深明日香

アジア記録(AR)               43.93     YOUSEF AHMED MASRAHI(KSA・サウジアラビア)2015 記録主任：蒲牟田和彦

日本記録(NR)                 44.77     佐藤拳太郎(東京・富士通)              2023

U20日本記録(NJR)             45.18     山口有希(京都・東海大)                2003

大会記録(CR)                 44.78     高野進(神奈川・東海大クラブ)          1991 7月5日 14:25 予　選

世界陸上参加標準記録(WS)     44.85                                           7月6日 17:15 決　勝

Final 

Place Lane BIB Name Team Result Remark

SATO Fuga 栃　木 JPN 0.175

1 6 176 佐藤 風雅(96) ミズノ 45.28

IMAIZUMI Kenki 東　京 JPN 0.210

2 5 440 今泉 堅貴(01) 内田洋行AC 45.29

TANABE Sho 東　京 JPN 0.198

3 8 376 田邉 奨(05) 中央大 45.39

YOSHIZU Takuho 大　阪 JPN 0.179

4 7 173 吉津 拓歩(98) ミキハウス 45.40

NAKAJIMA Yukijoseph 東　京 JPN 0.217

5 4 463 中島 佑気ｼﾞｮｾﾌ(02) 富士通 45.81

HAYASHI Shinya 大　阪 JPN 0.178

6 2 364 林 申雅(04) 筑波大 45.94

MORI Masato 東　京 JPN 0.252

7 3 113 森 真聡(01) サンベルクス 46.05

SHIRAHATA Kentaro 山　形 JPN 0.236

8 9 431 白畑 健太郎(06) 東洋大 46.47

TR17.3.3 L

   訂正
REVISED


